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2・試験期間

5　試験方法

　　及び条件

分解度試験報告書

　（試料慮K－550）

　ベンズアルデヒド

　07H60　　分子量　106．i

CHO

赤外分光光度計（付図一6参照）

外観一液体　　沸点（℃）一179

比重（dll）1，049～1．055（化学大辞典による）

純度（％）一95（　　　　試薬使用）

溶解性　対水　　5000P卿
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　試験条件

　生分解試験条件

①微生物源：標準活性汚泥（50p脚）
（2）　供試物質濃度：1DO　ppm

（3）試験期間：（14）日間

　試験装置

　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

　試料の採取

供試物質の5000ppm水溶液を各駿ビンに1・m1添加した．

　BOD測定装置へのセット状況
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52　直接定量分析

　（a）使用分析機器及び条件

　全有機炭素分析計

　　型　式島津丁OG－10A
　　T　C　炉

　　　　温　度　　950℃

　　　　流量　　200m1／而n

　高速液体クロマトグラフ

　　型　　　式　　OBO組立

　　カ　ラ　、ム　　8mmφx　O，てm　ステンレスー
」

　　固定相　ラジアルパックA

　　溶離液　1％酢鰍溶海／アセトニトリル（50／50）

　　波　　　長　　280ηm

　　検　出　器　　UV

（b）　分析試料の前処理　　　　　　　　　　・操作，←添加
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5、考　　察

分解性について

　本物質は水系で容易に酸化され、安息香酸（K－5凹）を生

　じた。＊

　一方、汚泥系の直接分析の結果、本物質、安息香酸はいず

　れも検出されず、BOD曲線からもきわめて早い速度で分

解したことが認められた。

＊　ベンズアルデヒドの残留量16、2mgに対して安息香・酸の生

成量は12．7mgである。（図一5，表一5参照）

　海・安息香酸についての安全性点検作業は終了し、良

分解件物質として公示されている。
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